
令和元年度第１回城里町総合教育会議議事録（要旨）

Ⅰ 日 時 令和元年 12 月 24 日（月）午後１時３０分から

Ⅱ 場 所 コミュニティセンター城里３階大会議室（城里町石塚 1428-１）

Ⅲ 出席者

（構成員） 上遠野町長，髙岡教育長，松﨑教育長職務代理者，薗部教育委員，川又教育

委員

（事務局等） 教育委員会事務局長，教育委員会事務局長補佐，まちづくり戦略課長，まち

づくり戦略課主査兼係長

（司 会） まちづくり戦略課長

（傍聴者） ０人

Ⅳ 内 容（要旨）

【午後１時３０分 開会】

１ 開会

２ 町長あいさつ

来年に向けて様々な議論をしていきたいと思います。また、昨年度の総合教育会議で

指示をした各事項について着実な進展が見られることは誠にありがとうございます。今

後も一歩一歩仕事を進めて城里町のまちづくりを進めて参りたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。

３ 議題

（１）城里町学校教育の方針について

○目標は『具体的な行動目標』で示すこと

○郷土を愛する心を育てる

○学校力，教師力（人間力)をつける

（２）「文化・スポーツ・子育て支援の城里町」について

○昨年の総合教育会議で取組を決めた事業の実績報告

①「歴史民俗資料館」整備に向けた基本計画の策定

・黒澤止幾生家保存会活用計画策定業務契約を締結し、現在計画策定に必要な各

種調査を実施している。計画策定業務は今年度完了の予定。

②「いせきぴあ茨城」の活用

・町内小中学校児童生徒利用状況

平成 30 年度 児童生徒 166 名

令和 元年度 児童生徒 196 名（予定を含む)

・町村教育長会視察研修会

・水戸・小美玉・東茨城地区社会教育委員連絡協議会＆社会教育委員研修会

・頓（徳）化原古墳発掘調査の現地説明会

第 1回：平成 31 年 参加者 91名

第 2回：令和元年 参加者 58 名

・国体炬火イベント

③城里を愛する心「愛郷心」の醸成について

・城里博士の認定



郷土クイズ、「城里博士認定証」の授与

「城里学ぶっく」を希望者に配布

・城里町民の歌の普及

「音楽のつどい」においてフルコーラス斉唱

④水戸ホーリーホックとの連携強化

・総合的な学習の時間などで交流の場としたい。

・七会町民センターでサッカー教室開催。

⑤部活動への外部指導員の導入

・要項を作成し、各中学校へ活用を促しているが、現在のところ要望なし。

⑥桂中学校２クラスの維持

・２クラスを維持する予定。

○今後取り組んでゆく事業素案の検討

①「歴史民俗資料館」整備に向けて機運の醸成や理解の促進

・基本計画の内容を廣く周知し、意見を交換し、気運を醸成する。

②「いせきぴあ茨城」の活用

・頓(徳)化古墳の調査結果を広く周知し、古墳跡の整備に向けた議論や検討を始

める。

③城里町を愛する心「愛郷心」の醸成

・「しろさと博士」認定，城里町民の歌の普及。着実な成果があがっているの

で、さらなる普及に努める。

④水戸ホーリーホックとの連携

・選手等から苦労話や成功体験や夢を実現するための努力など人生の役立つ話を

聞く講話を総合的な学習の時間に開催するなど、サッカー指導以外の教育に資す

る活動を連携して行う。

⑤部活動への外部指導員の導入

・他市町村並みには導入をすすめる。

⑥桂中学校２クラスの維持

・来年も２クラスとする。

⑦教育関係設備の更新・廃止・拡充

・DVD 資料の充実

○各委員から

・常北幼稚園の解体・跡地利用について、小学校で活用するか別の施設となるか。

→未定。

・ホーリーホックと連携し、外部から人を呼ぶ方策を。

→時間は掛かるが、選手とファンの交流が、地元への愛着につながっていく。

・ホーリーホックの新スタジアムができても、練習場はアツマーレで行うのか。

→今後も練習はアツマーレ。スタジアムとクラブハウスは別もの。

・部活の外部指導員学校からの要望は。

→なし。



・部活の外部指導員は適任者いるのか。指導できるのは教員経験の退職者だが、中

学生との年齢差も考える必要がある。

・リストを作るのも難しい。

・現状はボランティアでやっている。

・教員の負担減、働き方改革につながるか。

・指導員がある部活、ない部活の差が生じる。

→生徒としては大会で成果を出したい。そのための適切な技術的指導受けたい。

・外部指導員に予算が付くとのことだが、そもそも欧米諸国のように課外活動であ

る部活動を分離させたいのか、あるいはその競技を経験していない教員の救済措

置として技術指導なのかというところが見えない。

（３）要望事項について

特になし

４ 閉会

【午後２時５０分 閉会】


